






































に関する８つの創造的態度をあげている 3) 。 
豊島・庭瀬(2000) 4) は， 恩田の創造的態度の項目をもと 
に中学生の創造的態度について調べた結果，「努力 ・ 持続 
性」と「自主・独自性」の２つの主要因子が存在するこ 
とを明らかにした。また，山田らが示している「遊び」 








































































中学生のデータは，豊島・庭瀬の調査 8) で得られたのも 
のを使用した。中学生用創造的態度尺度は５段階尺度と 





























なお全分散については， １年が57.75%， ２年が58.88%， 






















































































３年の第１因子， ５年の第２因子， ６年の第３因子と， 
徐々に固有値を下げてきている。また，「没頭性」は 
１年，４年，６年で第２因子となっている。 





























































山(1994) 13) は，自己について描いた概念地図の分析をも 
とに 4年生頃に，集団内での序列化の意識が現れ始める 






























一方，「自主・独自性」の因子は 4年から 5年にかけ 
て明瞭化しており，小集団の一員として適応した後に自 
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The  formation  of  creativity  is  one  of  important  subjects  on  science  education.  This  research  attempted  to 
investigate the features of the creative attitudes on elementary school students by means of the factor analysis and 
to  clarify how  the  two  chief  factors of  "exertion  and  continuance"  and  "independence  and  originality"  on  the 
creative  attitudes  abstracted  by  Toyoshima  and  Niwase  for  lower  secondary  school  students  develop. 
Questionnaires on the creative attitudes were prepared based on the 24 items of  the creative attitudes given by 
Onda,  similar  to  the  questionnaires  given  to  lower  secondary  school  students  in  the  previous  study.  The 




(3)  The  two  chief  factors  of  "exertion  and  continuance"  and  "independence  and  originality"  on  the  creative 


















































































項目 項　　　　　　　目　　　　　　　内　　　　　　　容 因子1 因子2 因子3 共通性 
3 目標のためには，くるしみにもたえられる 0.607 0.122 0.092 0.392 
2 失敗しても，すぐにあきらめない 0.590 0.050 0.147 0.372 
10 一度はじめたことは，最後までやりとげる 0.543 0.224 0.128 0.361 
11 ねばり強くものごとにとりくむ 0.543 0.293 0.148 0.402 
6 自分の考えで，すすんで活動する 0.494 0.184 0.216 0.324 
20 まちがいに気づいたら，すぐになおそうとする 0.490 -0.015 -0.009 0.241 
1 あせっても，すぐに落ちつきを取りもどす 0.456 0.174 0.046 0.240 
23 何かに夢中になると，時間を忘れることがある 0.024 0.662 0.051 0.441 
22 よく，何かに夢中になる 0.184 0.561 0.123 0.363 
21 いろいろなものに興味を持てる 0.141 0.498 0.092 0.277 
9 思いがけない発見をしたとき，こうふんしたり，声に出したりする -0.037 0.410 -0.060 0.173 
7 ものごとを一気に集中してやってしまう 0.360 0.406 0.128 0.310 
17 人の考えないことをよく思いつく -0.012 0.297 0.724 0.612 
16 かわったことをして，まわりの人をびっくりさせることがある -0.128 0.386 0.583 0.505 
4 むずかしいことでも，人にたよらず，自分の力でやろうとする 0.378 -0.208 0.505 0.442 
18 人が反対しても，自分の意見をはっきりと言える 0.328 0.010 0.478 0.336 
15 簡単にできそうなことより，むずかしそうなことによくチャレンジする 0.326 -0.023 0.419 0.282 
12 分からないことがあると，分かるまでやる　　　　　　　　　　　　　 0.259 0.024 0.269 0.140 
13 不思議なことや，まだだれも知らないことなどをよく調べる -0.041 0.277 0.239 0.136 
14 いろいろと工夫することがすきだ　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.232 0.359 0.206 0.225 
5 何かをやろうと思ったら，すぐにやる 0.164 0.282 0.169 0.135 
8 まちがいや失敗を気にしない 0.143 0.326 0.038 0.128 
19 何か新しいことを始めるときでも，すぐになれる 0.222 0.295 0.001 0.136 
24 周りに気をちらされることが少ない 0.309 0.273 -0.019 0.170 
固有値 4.551 1.666 1.284 
累積寄与率 0.363 0.496 0.598 
α係数 0.766 0.641 0.690
10 
学年 第１因子 第２因子 第３因子 
努力・持続性 没頭性 自主・独自性 
１年 38.72 10.40 8.42 
努力・持続性 自主・独自性 
２年 49.49 9.39 
自主・独自性 適応性 努力・持続性 
３年 44.61 11.36 8.70 
努力・持続性 没頭性 
４年 48.17 12.39 
努力・持続性 自主・独自性 没頭性 
５年 42.10 10.37 9.60 
努力・持続性 没頭性 自主・独自性 
６年 36.27 13.28 10.23 
努力・持続性 自主・独自性 
中学１年 48.40 11.30 
表５ 因子の型と因子名とのマッチング 
学年 第１因子 第２因子 第３因子 
１年 Ａ－＞Ｅ＞Ｄ型 Ｃ型 Ｂ－＞Ａ－型 
努力・持続性 没頭性 自主・独自性 
２年 Ａ＋＞Ｂ－型 Ｂ－型 
努力・持続性 自主・独自性 
３年 Ｂ＋＞Ｃ Ｄ型 Ａ－型 
自主・独自性 適応性 努力・持続性 
４年 Ａ＞Ｂ＋型 Ｃ型 
努力・持続性 没頭性 
５年 Ａ＋型 Ｂ＋型 Ｃ型 
努力・持続性 自主・独自性 没頭性 
６年 Ａ＋＞Ｄ型 Ｃ型 Ｂ－型 
努力・持続性 没頭性 自主・独自性 
中学１年 Ａ型 Ｂ型 
努力・持続性 自主・独自性 
注）「＞」は，因子に含まれる項目数の大小を示す 
表４ 学年による因子名の変化
